
































ゲームの単位は 局。 場風 半荘 卓内順位 などの概念はない。大会では 局を
セッションとし、セッション毎に対戦相手を変えて セッション、合計 局を闘った。
開始前に座順と最初のオヤを、サイコロを振ってランダムに決める。




の目数から取り出す。例えば ・ が出たら“いわゆる西家”の山の の処から開門す
る。 ・ なら“いわゆる南家”の から。 ． なら“いわゆる北家”の からと












和了型は メンツ 将 ）の基本型と七対型の 種類。七対の 枚使いあり。
和了があった後も残りの者で局を続行する。これが 血戦 シュエジャン 。局は 者がア

























前項 のこのプレイのことを 定缺 ディンチェー という。“缺”は“欠”である。大会
では 言った言わない のトラブルを避けるために、審判員を呼んでその旨を告げ、 定缺




















例えば が暗カンして、その直後の打牌で に放銃したとすると、 は だけではなく か
らも からもカンの点は貰えない。







血戦麻将の愛好家たちはカンのことを 刮風下雨 グァーフォンシャーユ と呼ぶ。“風が
吹く雨が降る”という意味である。暗カンと弯カンが刮風、直カンが下雨。
和了の精算
役なしでも和了の基本型になればアガれる。そのアガリを 平和 ピンフー と呼ぶ。平和
の基本点は 底。



































写真 のように 枚使いを含むと、根の 飜も加算されて合計 飜。
槓上花 ガンシャンファ 飜
リンシャンカイホー。必ず自摸加底となる。





























写真 の有叫者に対して、没叫者は大対子の高目（四万）で放銃した点の 飜 底を支払
う。没叫者の手牌に（四万）があるかないかは考慮しない。
写真 の有叫者に対して、没叫者が 枚めの（六万）で放銃したと仮定しても、根に対する
加算は 種類の牌につき 飜とし、支払いは 底。
写真 の有叫者は（一筒）（二筒）（三筒）（四筒）（五筒）持ちの清一色のテンパイ。（三
筒）のアガリなら大対子、（二筒）か（四筒）のアガリなら根が加算される高目となるか





















































流局、 清一色 根の有叫、 没叫
収支合計
天胡 ティアフー 地胡 ディフー マンガン
日本式の天和、地和。これも 欠色縛り なので難易度は相当高いだろう。
将対 チャンドイ マンガン

















本来のツモアガリの特典は で解説した 自摸加底 （基本点 底）である
が、これを加飜に変えて（基本点 ）にする処が増えているそうである。
こう変えれば、平和の場合だけは と は同じ 底オールであるが、他に役があっ










































のディストリビューションは表 のように（ ）から（ ）までの 通り。
（ ）内の数字は左から、多い色の枚数、少い色の枚数を示す。






































































































（ ）は 者の欠が同じ色で、 者だけ他の色というケース。これは（ ）の者に



















清一色 飜、根 飜のマンガンに自摸加底と直カンの 点も加えて（ ）
底。このアガリでトータルプラスに転じることができた。
おわりに
大会における筆者のスコアは、第 セッションから順に 、 、 、 、 、
、 、 、 、 でトータルスコアは 。やはり第 セッションの清一色のツモ
アガリが大きかった。
この成績で順位は 名中 位。上位 名までが入賞とのことで表彰していただいた。 位























） 麻将 はマージャンの中国語表記。日本語は 麻雀 。
） 将 は日本式なら 雀頭 のこと。
） 飜 は 倍増する という意味。




）中国麻将の公式ルールとも言える 中国麻将競賽規則 では 全双刻 チェンシュワンク という役名で
採用されている。
） 中国麻将競賽規則 では 和絶張 フーチュエチャン という役名で採用されている。
）続けて打つこと。
）出ている枚数が少ないこと。
）デュプリケート方式マージャンに関しての詳細は 大阪商業大学アミューズメント産業研究所紀要 第
号 に記した。
四川血戦麻将

